
化　学�
〈出題傾向〉

大問は３～４題で構成されているが、大問の一部がＡ、Ｂに分
かれて中問形式になっていることが多い。

解答形式は、昨年度まではＡ方式が記述式、Ｂ方式がマーク式
であったが、今年度はどちらもマーク式であった。

記号選択の問題は、Ａ方式は大問ⅠＡで、Ｂ方式は大問Ⅰで、
３つの記述から正しいものの組み合わせを答えさせる形式であっ
た。これらの大問以外では、１つの正解を答えさせる形式であっ
た。

出題分野の構成は、Ａ方式、Ｂ方式ともに、理論化学(小問集
合)に続き、理論化学(大問)、無機化学、有機化学の大問となっ
ている。各分野からまんべんなく出題される傾向は、近年変化は
ない。

理論化学(大問)では、気体の性質、結晶の構造、凝固点降下、
混合気体、平衡定数、沈殿滴定など、無機化学では、アルミニウ
ム、リン、鉄など、有機化学では、芳香族化合物の分離や性質、
有機化合物の構造の決定、油脂、ベンゼンなどが出題された。

近年、問題の難易度の変化はほとんどなく、基本的な問題や標
準的な問題が中心であるものの、中には思考力を要求される問題
もある。制限時間は問題の分量に対して十分であり、基本的な問
題や標準的な問題を中心に解答していけば、合格点に達すること
ができるであろう。計算問題では、計算ミスがないかどうか、数
値や条件を再度確認して、計算の見直しを行うことが大切である。
有効数字にも注意が必要である。

〈学習対策〉
１�．理論化学・無機化学・有機化学のいずれの分野においても、

要求されている知識は、教科書に掲載されている内容が中心で
ある。とはいえ、あいまいな知識だけでは合格点に達すること
は難しいであろう。教科書の内容を理解し、その後、問題集を
用いて、知識が身についているか、内容を理解できているかを
ていねいに確認していくとよい。なお、解答形式がマーク式と
なったため、過程を記述する練習は必要がないと考えがちであ
るが、考え方を整理したり見直したりする際に有用であるので、
あわせて記述する練習もしておくことが望ましい。

２�．理論化学では、計算問題が多く出されている。計算問題では、
実際に手を動かして計算してみることが大切である。

３�．無機化学では、化学反応式を単に暗記するのではなく、その
反応が物質のどのような性質に基づいて起こるのかを理解して
おくことが大切である。理論化学との融合問題としてよく出さ
れているので、過去に出題された問題などを用いて対策をして
おくとよい。

４�．有機化学では、芳香族化合物に関する問題が出されることが
多い。教科書などを用いて、ベンゼンの反応やフェノールの反
応をはじめとした知識を確認し、また有機化合物の分離に関す
る問題、構造決定に関する問題を中心に練習をしておくとよい。

〈出題のねらい〉
全体を通して

Ａ方式は大問３題（Ⅰ～Ⅲ）構成で各大問ともＡ･Ｂの分題、Ｂ
方式は大問４題（Ⅰ～Ⅳ）構成で大問Ⅱ～ⅣはＡ･Ｂの分題です。
各方式とも、理論化学分野を含む基礎、無機、有機の範囲から出
題しています。基本的な知識を問う問題に加えて、思考力、計算
力、問題文の読解力を必要とする問題も含まれています。教科書
を中心に知識や考え方をしっかりと学べば、解答することができ
るという観点で出題しています。

前期Ａ方式（１月29日）
Ⅰ：小問集合、理論化学

Ａは、物質の構造・変化と平衡の分野について、小問形式で
基礎的な知識と理解をみる問題で、７設問あり、ア～ウ３つの
文の正誤組合せを答える形式です。マーク式ですが、３つの文
すべての正誤を正確に判断する必要があり、正答率は３～５割
と、かなり低い結果となりました。

Ｂは、ピストンがついた容器を用いた二酸化炭素の水への溶
解度をテーマに、気体の状態方程式、ボイル・シャルルの法則、
ヘスの法則などに関する標準的なレベルの問題で、幅広い理解
を問いました。

問５では、溶解する二酸化炭素の物質量を、記述式のように
「●.●×10－●mol」という形式で問いましたが、正答率は約６
割でした。
Ⅱ：無機化学、理論化学

Ａは、ケイ素の結晶格子とケイ素の化合物をテーマに、知識
と理解をみる標準的な問題です。問２では、単位格子中の個数、
および単位格子の一辺とケイ素の半径の関係などから、充填率
を求める問題で、「 ●

● π ％」という形式で問いましたが、正答
率は約３割でした。これを解くために必要な一つ一つの事項は
基本的な内容ですが、正解を得るためには、組合せて考えるた
めの問題演習が大切です。

Ｂは、アルミニウムをテーマに、融解塩電解、テルミット反
応、イオンの反応など多岐にわたる内容について問いました。

問１では、陽極で発生するCOとCO２の物質量から流れた電
子の物質量を求め、その電子が何molのAl３＋をAlに還元できる
かを求めます。陽極ではCO、CO2２つの物質が生成するので流

れる電子がどれだけなのかの理解が難しかったようで、正答率
は３割程度でした。

問４の白色沈殿Ａ、ＢはどちらもAl(OH)３で、同じ物質にな
るのでは、と理解できてもそのように解答するには不安があっ
たと思います。白色沈殿Ａ、Ｂの正答率は、６割、２割でした。
Ⅲ：有機化学

Ａは、アニリン、および塩化ベンゼンジアゾニウムの製法と
性質などに関する問題です。問１では、ベンゼンのニトロ化と、
ニトロベンゼンの還元について問う基本的な問題ですが、還元
反応は６割の正答率でした。大問の最初のほうの問題で間違え
ると、後半の問題が解けなくなってしまうことがあります。こ
のような最初のほうの基本的な問題は、慎重に確実に解答しま
しょう。問２では、化合物Ａ、Ｂ、Ｃ（正解は、ニトロベンゼ
ン、アニリン、塩化ベンゼンジアゾニウム）の構造式を問いま
したが、化合物Ｂ、Ｃの正答率が５割前後にとどまりました。

Ｂは、Ｃ５Ｈ８Ｏ２のエステルの構造決定に関する問題です。酢
酸エチルCH３COOC２Ｈ５（Ｃ４Ｈ８Ｏ２）などのような、飽和脂
肪酸と飽和アルコールからなるエステルより水素の数が少ない
ことから、炭素-炭素間に二重結合があることに気付けるかが
ポイントです。ここに気付けないと、問３の化合物Ａ、Ｂがわ
かりません。これらの正答率はどちらも２割程度と、かなり難
しかったようです。

前期Ａ方式（１月30日）
Ⅰ：小問集合、理論化学

Ａは、物質の構造・変化と平衡の分野について、小問形式で
基礎的な知識と理解をみる問題で、７設問あり、ア～ウ３つの
文の正誤組合せを答える形式です。マーク式ですが、３つの文
すべての正誤を正確に判断する必要があり、正答率は３～５割
と、かなり低い結果となりました。

Ｂは、希薄溶液の冷却曲線と凝固点降下をテーマに、基礎的
な内容からやや応用的な内容まで、幅広い理解をみる問題です。

問４は、酢酸の一部が２分子で会合（水素結合）しますが、
これは教科書にはあまり詳しく書かれていません。問題文の説
明を読み取り、会合する割合を考える問４(１)の正答率は約３
割でしたが、凝固点降下度を求める最後の問４(２)は、ほとん
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ど正解者がいませんでした。教科書に書かれていないような難
問の問題演習に取り組むよりも、基礎事項をしっかり理解し、
問題文に書かれていることを読み取れるようにすることが大切
です。
Ⅱ：無機化学、理論化学

Ａは、リンとその化合物をテーマに、リンの化合物の性質、
保存法、乾燥剤としてのはたらきなどに関する理解をみる、標
準的な問題です。

Ｂは、鉄のさまざまなイオンの反応に関する問題です。問１、
３は６割程度の正答率でしたが、問４のNaIの濃度計算は１割
程度と難しかったようです。NaIと沈殿を生成するAg＋は、Ｉ－

とSCN－の両方と反応していることに気付けるかがポイントで
す。
Ⅲ：有機化合物

Ａは、Ｃ８Ｈ９NOで表される芳香族化合物の構造決定の問題
です。「Ｎを含む分子式、加水分解する、Ｄはカルボン酸らし
い」ということから、芳香族アミドだと推定できます。問１で、
NaHCO３と反応して生じる気体がCO２であることが推察でき、
化合物Ｄがカルボン酸だと推定できるのですが、正答率が６割
と、最初からつまづいてしまった人が４割いたようです。この
ような、多くの化合物を順に解きほぐしていくタイプの問題で
は、最初の設問は慎重に考える必要があります。

Ｂは、油脂の構造と性質に関する、標準的な問題です。
問２は、けん価に関する量的な関係から分子量を求める問題

ですが、正答率が２割と低い結果でした。問４は試験問題の最
後ですので解答時間が足りなかったのかもしれません。また、
問３が正解していないと解けないためか、ほとんど正解者がい
ませんでした。

前期Ｂ方式
Ⅰ：物質の構造

小問集合形式で、幅広い知識と理解をみる問題です。
問３は２つの溶液の希釈やpHなどに関する問題でしたが、溶

液に関する総合的な理解が必要で、正答率は２割程度でした。
問５のHIの平衡状態に関する問い、問６の希薄溶液に関する蒸
気圧・凝固点・浸透圧に関する問いも、正答率が３割程度で、
間違えた人が多数いました。Ｂ方式の第１問は、例年３つの文
に関する正誤組合せ問題で、一つ一つの文は難解ではないので
すが、問われている３つのことがらのすべてを正しく理解して
いないと正解できないので、基礎事項を確実に理解しておきま

しょう。
Ⅱ：無機化学、理論化学

Ａは、Cl２、CO２、Ｈ２Ｓ、NH３の発生反応と気体の性質、お
よび反応の量的関係に関する問題です。

問１～４は標準的な問題で、いずれも正答率は８割前後と比
較的よくできていました。

Ｂは、ベンゼンの炭素間結合に着目し、単結合と二重結合が
３つずつなのか、中間的な結合が６つなのかを考察する問題で
す。シクロヘキサトリエンという架空の物質についての考察で、
結合エネルギーに関する理解と問題文での解説を読み取ること
ができれば、正解することができ、問２の正答率は６割程度で
した。
Ⅲ：理論化学

Ａは、NaClの結晶格子をテーマとし、配位数、イオン半径と
単位格子の辺の長さの関係、結晶の密度などについて問いまし
た。問３では、イオンの半径や結晶格子内に含まれる個数、モ
ル質量などの変数を用いて密度を求める式を考えますが、正答
率は５割程度でした。

Ｂは、Ｎ２からNOが生成する反応をテーマに、平衡定数が温
度によって変わることにより生成量が変化することについて考
察する問題です。問１の平衡時の反応量の関係は、半数の人が
正解できていました。問２は、見慣れない近似計算で、正答率
は約４割と難しかったようです。K＝2500x２となるので、NO
の生成量ｘは平衡定数Ｋの平方根に比例することがわかり、平
衡定数が大きい高温状態ではNOが多く生成することになりま
す。正答率は約４割でした。
Ⅳ：有機化学

Ａは、小問集合形式で、元素分析による分子式決定、不斉炭
素原子をもつ化合物、アニリンの性質、油脂の異性体に関する
基本的な内容を出題しました。５～８割程度と、ほぼ想定通り
の正答率でした。

Ｂは、ベンゼンからフェノールを経てサリチル酸を合成する
反応をテーマに、中間生成物Ａ～Ｄ（フェノール、サリチル酸、
そのエステル）の性質などについての問題でした。

最後の問４は、化合物Ｂ、Ｃ、Ｄの混合物の分離の問題です
が、Ｂ、Ｃ、Ｄすべてが判明できないと問題のスタートライン
に立てず、正答率は２割前後でした。
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●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期Ａ方式 1/29〕総
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●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期Ａ方式 1/29〕総
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●●科
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選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

156 157



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期A方式 1/30〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

158



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期A方式 1/30〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

158 159



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期Ａ方式 1/30〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

160



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期B方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

160 161



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期B方式〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

162



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期B方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

162 163



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期Ｂ方式〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

164



●●科化学 〔A方式 00/00〕化学 〔前期B方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

164 165


